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市政全般にわたり１８人の議員が質問しました。

　座間市議会だよりでは、各議員の文責により発言内容の要旨
を掲載しています。詳細は会議録をご覧ください。
　パソコンやスマートフォンから市議会のホームページでご覧
いただけます。
　また、本庁舎１階の市民情報コーナー、図書館でもご覧いた
だけます。
　なお、３月定例会の会議録は５月下旬ごろから閲覧できます。

会議録をご覧会議録をご覧くくださいださい

　

行
政
の
意
思
形
成
過
程
あ
る
い

は
検
討
段
階
の
情
報
公
開
に
つ
い

て
、
率
直
に
言
い
ま
す
と
、
昨
今
、

大
変
風
通
し
が
悪
い
と
言
い
ま
す

か
、
情
報
の
提
供
を
求
め
て
も
断

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
「
検
討
段
階

の
も
の
で
あ
る
た
め
」、「
確
定
し

た
も
の
で
は
な
い
た
め
」
な
ど
の

説
明
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
が
、
座
間
市
情
報
公
開
条
例
に

お
い
て
も
、
検
討
段
階
の
情
報
イ

コ
ー
ル
非
公
開
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
く
ま
で
も
公
開
が
原
則
で
あ
り
、

例
外
的
に
非
公
開
と
す
る
場
合
は
、

明
確
か
つ
具
体
的
な
理
由
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

情
報
公
開
条
例
の
引
用
に
当
た

っ
て
も
、
任
意
的
な
資
料
等
に
お

い
て
も
、
行
政
機
関
の
意
思
決
定

に
至
る
過
程
を
検
証
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
は
行
政
機
関
の
責
務

で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
市
長
の

所
見
を
求
め
ま
す
。

　

市
長　

審
議
、
検
討
ま
た
は
協

議
段
階
で
の
情
報
に
つ
い
て
は
、

組
織
と
し
て
未
決
定
の
検
討
案
の

よ
う
に
流
動
的
で
未
成
熟
な
情
報

も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
情
報
が
そ
の
過
程
に
お
い
て
、

そ
の
ま
ま
公
開
さ
れ
れ
ば
、
率
直

な
意
見
の
交
換
が
損
な
わ
れ
た
り
、

市
民
の
間
に
混
乱
を
生
じ
さ
せ
た

り
す
る
お
そ
れ
も
あ
る
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
案
に
応
じ
、
慎
重
な

取
り
扱
い
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

東
急
田
園
都
市
線
の
イ
オ
ン
モ

ー
ル
周
辺
ま
で
の
延
伸
に
つ
い
て
、

平
成　

年
第
２
回
定
例
会
の
一
般

２５

質
問
で
、　

年
先
を
見
据
え
た
ま

２０

ち
づ
く
り
と
し
て
都
心
の
渋
谷
駅

か
ら
中
央
林
間
駅
ま
で
延
び
る
東

急
田
園
都
市
線
を
中
央
林
間
駅
か

ら
１
・
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た

イ
オ
ン
モ
ー
ル
周
辺
ま
で
地
下
を

通
り
延
伸
を
す
る
と
い
う
夢
の
よ

う
な
質
問
を
し
ま
し
た
。
平
成　
３０

年
３
月
に
開
業
の
県
下
最
大
級
の

大
型
商
業
施
設
イ
オ
ン
モ
ー
ル
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
活
性
化
に
寄

与
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
５
年

前
の
一
般
質
問
を
振
り
返
り
、
将

来
に
向
け
て
市
民
に
夢
と
希
望
を

与
え
る
必
要
性
を
踏
ま
え
、
イ
オ

ン
モ
ー
ル
の
開
業
を
機
に
、
東
急

田
園
都
市
線
の
延
伸
を
近
隣
自
治

体
と
と
も
に
考
え
て
い
く
こ
と
も

あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
が
、
市
長
の
所
見
を
伺

い
ま
す
。

　

市
長　

東
急
田
園
都
市
線
を
延

伸
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
開
発
さ

れ
た
と
こ
ろ
に
新
た
に
鉄
道
を
敷

く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
市
が
一

定
の
財
政
負
担
を
担
う
こ
と
を
せ

ず
に
鉄
道
を
敷
く
こ
と
は
不
可
能

と
考
え
ま
す
。
今
後
の
社
会
的
な

イ
ン
フ
ラ
の
構
築
と
し
て
は
、
市

内
の
中
央
を
分
断
し
て
い
る
小
田

急
線
の
連
続
立
体
交
差
化
の
方
が

は
る
か
に
優
先
順
位
が
高
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
市
政
を
預
か
る
立

場
と
し
て
は
、
現
実
的
で
は
な
い

と
受
け
と
め
て
い
ま
す
。

　

相
武
台
前
駅
南
口
道
路
の
今
後

の
歩
道
拡
幅
の
見
通
し
に
つ
い
て
、

市
道　

号
線
に
面
す
る
布
団
店
向

３２

か
い
の
駐
車
場
か
ら
北
東
側
と
運

送
会
社
の
前
か
ら
隣
の
駐
車
場
前

ま
で
の
歩
道
拡
幅
工
事
の
見
通
し

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
相

武
台
前
駅
南
口
道
路
を
ま
た
ぎ
、

南
東
側
の
市
道
相
武
台　

号
線
と

７１

北
西
側
の
市
道
相
武
台　

号
線
の

４２

行
き
来
の
た
め
の
横
断
歩
道
の
設

置
は
、
以
前
か
ら
周
辺
住
民
の
強

い
要
望
が
あ
り
ま
す
が
、
現
状
で

は
た
ま
り
場
が
な
く
設
置
が
難
し

い
と
の
こ
と
で
す
。
歩
道
拡
幅
を

し
て
た
ま
り
場
を
つ
く
り
、
横
断

歩
道
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
布
団
店
向
か
い
の
駐
車

場
側
に
市
が
設
置
し
た
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
が
５
本
あ
り
ま
す
が
、
２
本

撤
去
す
る
と
車
や
バ
イ
ク
が
入
れ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
撤
去
が
１
本

で
あ
れ
ば
入
れ
ま
せ
ん
。
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
を
１
本
撤
去
す
れ
ば
、
歩

行
者
の
す
れ
違
い
が
し
や
す
く
な

り
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

市
道　

号
線
に
面

３２

す
る
布
団
店
よ
り
北
側
に
つ
い
て

は
、
一
定
区
間
の
用
地
取
得
が
終

了
し
た
時
点
で
、
工
事
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。
横
断
歩
道
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
歩
道
設
置
工
事
が

予
定
さ
れ
た
時
点
で
座
間
警
察
署

と
協
議
し
ま
す
。
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

を
一
部
撤
去
す
る
こ
と
は
、
歩
行

者
が
車
道
に
出
て
し
ま
う
危
険
性

も
あ
り
、
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

小
田
急
相
模
原
駅
前
の
再
開
発

ビ
ル
に
移
転
す
る
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
と
誘
致
さ
れ
る
民
間
保
育

園
に
つ
い
て
、
新
施
設
の
目
指
す

姿
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
交
流
ス

ペ
ー
ス
の
管
理
、運
営
に
つ
い
て
、

多
様
な
運
営
主
体
で
担
い
合
え
る

新
し
い
指
定
管
理
方
式
の
創
造
を

願
い
ま
す
が
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

子
ど
も
未
来
部
長　

子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、
移
転
後
の
面
積

が
約
４
倍
に
拡
大
し
、
将
来
的
に

子
育
て
支
援
の
中
心
と
な
る
施
設

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
保

育
園
の
運
営
を
同
一
事
業
者
が
実

施
す
る
た
め
、密
な
連
携
が
で
き
、

ニ
ー
ズ
の
高
い
一
時
預
か
り
保
育

も
含
め
、
市
の
施
策
に
合
っ
た
事

業
運
営
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

施
設
完
成
後
の
管

理
運
営
は
、
多
世
代
の
市
民
交
流

エ
リ
ア
に
ふ
さ
わ
し
い
利
用
者
参

加
型
の
運
営
を
組
合
も
含
め
て
行

っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
出
会
い
の
場
と
し
て
多
世

代
交
流
の
機
能
を
持
つ
公
共
空
間

と
な
る
よ
う
、
地
域
と
の
協
働
に

よ
る
管
理
運
営
を
交
流
施
設
の
所

管
部
局
へ
引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
な
運
営
主
体
に
よ

る
指
定
管
理
方
式
に
つ
い
て
は
、

市
と
利
用
者
が
連
携
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
醸
成
を
図
れ
る
よ
う
な

管
理
方
式
も
検
討
し
て
い
ま
す
が
、

導
入
は
所
管
部
局
の
判
断
に
な
り

ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
意

見
も
参
考
に
調
整
を
図
り
ま
す
。

　

市
内
の
市
街
化
区
域
の
農
地
は

半
分
強
が
生
産
緑
地
で
す
。
生
産

緑
地
は
固
定
資
産
税
が
農
地
並
み

で
相
続
税
の
納
税
猶
予
も
あ
る
た

め
、
ほ
と
ん
ど
が
宅
地
化
さ
れ
ず

に
き
ま
し
た
が
、
２
０
２
２
年
に

期
限
の　

年
目
を
迎
え
ま
す
。
都

３０

市
農
業
振
興
基
本
法
が
農
地
の
有

効
な
活
用
と
適
正
な
保
全
を
図
る

こ
と
を
基
本
理
念
と
し
、
そ
の
基

本
計
画
に
お
い
て
都
市
農
地
を
都

市
に
あ
る
べ
き
も
の
と
明
確
に
位

置
づ
け
た
こ
と
を
受
け
、
昨
年
生

産
緑
地
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
制
定
に
よ
り
面
積
要
件
を
３

０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
に
緩
和
で
き

る
た
め
、
３
月
ま
で
に
は　

の
自

４７

治
体
が
条
例
化
す
る
状
況
で
す
。

　

市
街
化
区
域
の
農
地
は
、
市
民

が
農
地
の
多
面
的
価
値
を
享
受
し

や
す
く
、
都
市
農
地
へ
の
理
解
も

深
ま
り
ま
す
。
国
立
市
で
は
、
都

市
と
農
業
が
共
生
す
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
農
業
体
験
や
学
習
の

場
を
持
っ
て
お
り
、練
馬
区
で
は
、

採
算
が
取
れ
る
手
法
で
農
業
体
験

農
園
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
市
は

都
市
農
地
の
保
全
方
針
を
示
し
て
、

面
積
要
件
緩
和
の
条
例
化
を
行
い
、

ま
た
、
農
業
者
が
主
体
の
農
業
体

験
農
園
を
開
設
す
る
こ
と
が
有
効

と
考
え
ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

環
境
経
済
部
長　

条
例
等
の
整

備
に
向
け
、
都
市
部
と
連
携
し
な

が
ら
農
業
者
や
農
業
者
団
体
の
意

向
、要
望
を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

農
業
体
験
の
場
と
し
て
活
用
す
る

考
え
は
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

　

生
活
扶
助
基
準
の
見
直
し
が
２

０
１
８
年　

月
に
行
わ
れ
ま
す
。

１０

政
府
は
一
般
低
所
得
者
の
消
費
の

実
態
と
生
活
扶
助
基
準
と
の
乖
離

を
是
正
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
、

基
準
全
体
を
引
き
下
げ
る
も
の
で

は
な
い
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
回

の
見
直
し
で
７
割
近
く
の
世
帯
で

生
活
保
護
基
準
が
下
が
り
ま
す
。

生
活
扶
助
費
は
最
大
５
％
、
総
額

で
２
１
０
億
円
が
削
減
さ
れ
ま
す
。

一
般
低
所
得
者
の
生
活
と
生
活
保

護
利
用
者
の
生
活
に
乖
離
が
あ
る

な
ら
ば
や
る
べ
き
こ
と
は
、
一
般

低
所
得
者
へ
の
支
援
と
考
え
ま
す
。

生
活
保
護
の
基
準
が
憲
法
第　

条
２５

で
保
障
さ
れ
た
健
康
で
文
化
的
な

最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
基
準
で

あ
る
な
ら
ば
、
今
回
の
引
き
下
げ

は
人
と
し
て
生
活
す
る
こ
と
の
基

準
を
下
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
被
保
護
者
へ
の
医
療
券

の
発
行
方
法
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

生
活
保
護
制
度
は
年
金

制
度
等
も
含
め
抜
本
的
に
考
え
て

い
く
課
題
と
考
え
ま
す
が
、
市
に

は
生
活
保
護
費
が
必
要
な
方
へ
的

確
に
届
け
て
い
く
責
任
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
見
直
し
は
政
府
の
考

え
方
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　

福
祉
部
長　

原
則
と
し
て
窓
口

で
医
療
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
が
、

窓
口
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
事

情
が
あ
る
方
に
は
、
電
話
や
郵
送

に
よ
り
受
け
付
け
を
し
、
医
療
機

関
に
連
絡
を
し
て
直
接
送
付
す
る

な
ど
、柔
軟
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

沖
永　

明
久 
議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

行
政
の
審
議
、
検
討
段
階
の
情
報

な
ぜ
公
開
さ
れ
な
い
の
か

　

松
橋　

淳
郎 
議
員
《
ざ
ま
明
進
会
》

イ
オ
ン
モ
ー
ル
座
間
開
業

東
急
田
園
都
市
線
の
延
伸
を

　

守
谷　

浩
一 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

相
武
台
前
駅
南
口
道
路
の

歩
道
改
善
と
横
断
歩
道
設
置
を

安
海　

の
ぞ
み 
議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

小
田
急
相
模
原
駅
前
再
開
発
事
業

各
公
共
施
設
の
管
理
運
営
を
問
う

加
藤　

陽
子 
議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

面
積
要
件
緩
和
の
条
例
化
と
農
業
体
験

農
園
の
実
施
に
よ
り
農
地
の
保
全
を
！

　

星
野　

久
美
子 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

生
活
保
護
費
削
減
で
は
な
く
、

一
般
低
所
得
者
へ
の
支
援
を
！
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